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鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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鶴居村マスコットキャラクター「つるぼー」

今月の主な話題
■新年のごあいさつ・・・・・・・２～３

■村の話題・・・・・・・・・・・４～６

■平成２７年度村政懇談会要望事項検討結 
　果について・・・・・・・・・・７～９

■後期高齢者医療制度のお知らせ・・１０



平成28年１月号　２

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

● 年頭あいさつ

鶴
居
村
長　

大　

石　

正　

行

　

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
揃
い
で
希
望

に
満
ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ

り
村
政
各
般
に
わ
た
り
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
内
の
経
済
情
勢
に
目

を
向
け
て
み
ま
す
と
、
第
３
次
安
倍
内
閣

の
政
策
で
あ
る
、
少
子
高
齢
化
の
流
れ
に

歯
止
め
を
か
け
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、

政
府
を
挙
げ
て
地
方
創
生
の
取
り
組
み
が

推
進
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
や

選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

な
ど
、
社
会
的
に
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ

た
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
村
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

つ
い
て
も
大
筋
合
意
し
、
本
村
の
農
業
は

も
と
よ
り
商
業
や
工
業
、
ひ
い
て
は
食
の

安
心
・
安
全
に
も
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
の
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
畜
産
に

関
し
ま
し
て
は
、
一
番
草
で
は
夏
の
好
天

に
恵
ま
れ
、生
育
や
収
穫
も
順
調
に
進
み
、

収
量
、
品
質
と
も
に
良
好
な
も
の
で
あ
っ

た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

二
番
草
と
デ
ン
ト
コ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
６
月
の
低
温
や
少
雨
等
で
不
作
が
懸

念
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
適
度
な
雨

と
気
温
に
恵
ま
れ
順
調
に
生
育
し
た
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
に
つ
い
て

は
収
穫
期
に
台
風
や
温
帯
低
気
圧
等
に
よ

る
度
重
な
る
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
大
き

な
倒
伏
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
収
量
は
一
定
程
度
の
減
少
が
余
儀
な

く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

生
乳
生
産
に
つ
い
て
は
、
減
産
傾
向
か

ら
３
年
ぶ
り
に
生
産
量
６
万
ト
ン
の
回
復

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
飼
料
や
生
産
資
材

代
の
高
止
ま
り
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
増

大
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る
今
後
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
酪
農

情
勢
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
27
年
度
の
村
の
主
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
下
幌
呂
消
防
詰
所
建
設
事

業
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
、
中
幌
呂

地
区
村
有
住
宅
購
入
、
単
身
者
用
村
有
住

宅
改
築
工
事
、
地
域
特
産
品
等
販
売
促
進

施
設
建
設
工
事
、
下
幌
呂
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
拡
張
工
事
、
林
道
中
久
著
呂
支
線
開

設
事
業
、
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

事
業
、
下
幌
呂
希
の
杜
団
地
分
譲
販
売
開

始
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
耐

震
診
断
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
内
の
明
る
い
話
題
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
と
い

う
物
質
に
重
量
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し

た
、
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
長
の
梶
田

隆
章
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
、ま
た
、

寄
生
虫
予
防
薬
を
発
明
し
た
北
里
大
学
特

別
栄
誉
教
授
の
大
村
智
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
、
物
理
学
や
生
理
学
・
医
学
に

お
け
る
日
本
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は
、
ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
に
て
日
本
代
表
が
強
豪
の
南
ア

フ
リ
カ
か
ら
金
星
を
挙
げ
る
な
ど
３
勝

し
、
世
界
を
驚
か
せ
た
と
と
も
に
日
本
の

ラ
グ
ビ
ー
人
気
に
火
を
付
け
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、
昨
年
本
村
の
応
援
大
使
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平
選
手
は
、
投
手
と

し
て
15
勝
を
挙
げ
、
最
多
勝
を
含
む
３
冠

の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
明
る
い
話
題
で
は
、
昨
年
11
月

に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
第
10
回

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
酪
楽
館
が
製
造

し
た
「
鶴
居
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ベ
ル
」
が
金

賞
、「
鶴
居
シ
ル
バ
ー
ラ
ベ
ル
」「
リ
ー
レ

ツ
ル
イ
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
初
出
品

し
た
２
０
０
７
年
以
降
５
大
会
連
続
入
賞

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
、
鶴
居
チ
ー
ズ
の
品
質
の
高
さ
が
証
明

さ
れ
、
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
に
堪

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
干
支
で
あ
る
「
申

（
さ
る
）」
は
古
く
か
ら
、
病
や
厄
が
「
去

る
」
と
云
わ
れ
て
お
り
、
縁
起
の
良
い
も

の
と
し
て
神
社
な
ど
で
祀
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、「
申
」
の
文
字
に
は
「
伸

び
る
」「
伸
ば
す
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、「
草
木
や
樹

木
が
十
分
に
伸
び
る
、
豊
穣
、
豊
作
」
と

い
う
、
ま
さ
に
本
村
に
と
り
ま
し
て
も
大

変
縁
起
の
良
い
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

２
０
１
２
年
５
月
に
村
長
に
就
任
し
早

や
３
年
半
、
私
の
任
期
も
残
り
あ
と
５
ヶ

月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
村
が

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

務
事
業
の
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
に
向
け
、
地
方
創
生
の
推
進
強
化
に

全
力
で
邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
村
民
の
皆
様
や
地
域
、
関
係

団
体
の
英
知
と
行
動
力
を
結
集
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
笑
顔
と
活
気
溢
れ
る
協
働
の

美
し
い
村
づ
く
り
」
が
推
進
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
村
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち

た
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

● 年頭あいさつ

謹
賀
新
年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
ご
家
族
お

揃
い
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
村
議
会

に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る

ご
声
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

開
始
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
社
会
的
変
化
を

迎
え
た
年
で
し
た
。

　

特
に
大
き
な
出
来
事
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
が
大
筋
合
意
し
、
多
く
の
農
産

品
・
工
業
品
の
関
税
が
引
き
下
げ
・
撤
廃

さ
れ
る
事
と
な
り
、
酪
農
経
営
は
も
と
よ

り
多
く
の
農
商
工
業
に
大
き
な
影
響
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
各
地
で
台
風
等
の
豪
雨
に

よ
っ
て
水
害
や
土
砂
災
害
が
起
こ
り
、
茨

城
県
な
ど
で
は
死
者
８
名
と
多
数
の
家
屋

浸
水
等
の
被
害
を
出
す
大
惨
事
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
い
て
も
暴
風
雨
に
よ
っ
て
農

業
被
害
が
多
数
出
る
な
ど
、
改
め
て
自
然

災
害
へ
の
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
国
を
名
乗
る
集

団
に
よ
る
テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
、
シ
リ
ア

な
ど
中
東
を
め
ぐ
り
国
際
的
緊
張
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
に
て
日
本
代
表
が
強
豪
南
ア
フ
リ
カ
か

ら
白
星
を
挙
げ
る
な
ど
奮
闘
を
見
せ
、
年

末
に
は
、
北
里
大
特
別
栄
誉
教
授
の
大
村

智
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
、
東

京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
長
の
梶
田
隆
幸
氏

が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な

ど
、
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
が
続
く
中
、
国
内
に
お
い
て
、
明
る
い

話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
３
月
に

道
東
道
が
白
糠
ま
で
開
通
と
な
り
、
今
年

は
阿
寒
ま
で
開
通
に
な
る
こ
と
か
ら
札
幌

お
よ
び
道
央
圏
か
ら
更
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
特
産
で
あ
り
ま
す
チ
ー
ズ
は
11

月
に
行
わ
れ
た
第
10
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い

て
金
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
５
大
会
連
続
で

入
賞
を
果
た
し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
天
然
記
念
物
タ
ン
チ
ョ
ウ

や
釧
路
湿
原
国
立
公
園
を
中
心
と
し
た
観

光
も
順
調
に
推
移
し
、
鶴
居
村
の
重
要
な

産
業
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
発
展
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
申
（
さ
る
）」
で
あ

り
ま
す
。「
さ
る
」
が
「
去
る
」
と
い
う

意
味
を
表
し
、「
悪
い
こ
と
が
去
る
」
な

ど
良
い
事
や
幸
せ
が
や
っ
て
く
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
申
」
の
文
字
に
は
「
伸
ば
す
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
事
か
ら
「
草
木
が
十

分
に
伸
び
、
果
実
が
熟
し
て
い
く
時
期
」

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
幸
福
で
実
り
多
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
、
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

昨
年
４
月
に
村
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
た
な
体
制
で
の
議
会
が
発
足
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
議
員
一
同
全
身

全
霊
を
傾
注
し
、
村
民
お
一
人
お
ひ
と
り

の
声
が
村
づ
く
り
に
反
映
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
鞭
撻
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
併
せ
て
ご

家
族
皆
様
の
無
病
息
災
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　１１月１１日、鳥取県倉吉市にて、鳥取県立倉吉農業高等学校
（田中正士校長）創立１３０周年記念式典が挙行され、その中で鶴
居村に対し感謝状が贈呈されました。
　昭和３１年から酪農研修としてこれまでに３７回、延べ６４農場、
７０１名の生徒を受け入れてきました。その功績が讃えられ、こ
の度の感謝状の贈呈となりました。

鳥取県立倉吉農業高校より鳥取県立倉吉農業高校より
感謝状贈呈感謝状贈呈

田中正士校長より賞状を受け取る
大石村長と松井議長

　１１月２０日、総合センターで鶴居村と鶴居村交通安全運動推
進協議会の主催による、鶴居村交通安全村民大会が開催されまし
た。この大会は悲惨な交通事故の撲滅を目指し、明るく安心して
暮らせるむらづくりを目的として、毎年開催されています。
　当日は、交通事故犠牲者に黙祷を捧げた後、釧路方面釧路警察
署交通第一課 松本 武則 氏（写真上）による「安心安全な暮らし
を守るために」という演題で講演が行われました。講演では、管
内の事故状況や交通事故被害に遭わないための心構えなどが話さ
れ、参加者たちは交通安全意識をより一層高めたようでした。
　また、最後には参加者代表により交通安全宣言が行われ（写真
下）、会場全体が交通安全運動推進に向けた気持ちを新たにして
いました。

鶴居村交通安全村民大会鶴居村交通安全村民大会

　１１月２１日、鶴居村飲食店組合（金岩謙一組合長）が組合設
立５周年記念事業として、地域ふれあい元気祭を総合センターに
て開催しました。
　この日は村内の飲食店１１店が参加し、腕によりをかけた自慢
の料理や飲み物を提供しました。
　参加者からは、「行ったことのない店の料理を食べることがで
きてよかった。今度は店に行ってみようと思う」や「ぜひ毎年開
催してほしい」といった声が寄せられていました。
　また、沖縄民謡やバンド演奏などのステージイベントも行われ、
大盛況の中での閉幕となりました。

地域ふれあい元気祭地域ふれあい元気祭
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　この度、平成２７年秋の叙勲において、大硲理男氏が旭日双光
章を受章され、１１月２５日、大石村長より賞状と勲章が伝達さ
れました。
　大硲氏は昭和５８年５月に鶴居村議会議員に初当選して以来、
平成１９年３月まで通算６期にわたり鶴居村議会議員として在任
し、平成１５年５月から平成１９年３月までの間は副議長として
本村の振興発展に積極的に取り組まれたその功績が評価され、こ
の度の受章となりました。
　大硲氏は、「支えていただいた皆様方のおかげで受章すること
ができました。万感の思いで、感無量です。」と話されていました。
　あらためまして、その功績に敬意を表します。

　１１月２６日、役場応接室にて、「自然の番人宣言」ポスターコンクール表彰伝達式が行われました。
　このコンクールでは、ごみのポイ捨てや家庭ごみ等の不法投棄撲滅を図ること、不法投棄を発見した際に通報
するという意識を持ってもらうことを目的とした「自然の番人宣言」ポスターが募集されました。
　この度、村内から田邊優さん（鶴居中１年・作品写真右上）が見事、最優秀賞に、また、諏訪風輝くん（鶴居
中３年・作品写真左下）、高田リカさん（鶴居中３年・作品写真中央下）、早川采花さん（鶴居中３年・作品写真
右下）が佳作に選出されました。

大硲理男氏、旭日双光章受章！大硲理男氏、旭日双光章受章！

「自然の番人宣言」ポスターコンクール表彰伝達式「自然の番人宣言」ポスターコンクール表彰伝達式

左から、
諏訪風輝くん、田邊優さん、大石村長、高田リカさん、早川采花さん
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４ 名 の 部
優　勝 侍ブルー（鶴居小） ４７４回
準優勝 つるぼー（幌呂小） ３１０回
第３位 幌小が･･･とぶぅ～（幌呂小） ２９７回
特別賞

（最高記録）侍ブルー（鶴居小） ２０９回

８ 名 の 部
優　勝 全力昇龍拳（幌呂小） １５９回

準優勝 りゅうちぇる（鶴居小） １３１回
第３位 つるぼーチーム（鶴居小） ８７回
特別賞

（最高記録）りゅうちぇる（鶴居小） ６０回

　１２月２日、役場応接室にて、日本善行会の秋季善行表彰
伝達式が行われ、日本善行会釧路支部の小西功圃支部長（写
真右から２人目）から松井啓市氏（写真中央）に賞状が伝達
されました。
　松井氏は１９６５年から現在まで、５０年にわたり統計調査
員を務められ、消防団員や交通指導員なども歴任し、幌呂市
街自治会副会長や地域の障がい者の相談員といった福祉活動
にも尽力されてきました。
　松井氏は、「統計調査などは大変な時もあるが、周囲の皆
さんのご協力により続けることができた。このような賞をい
ただき、大変ありがたく思っています。」と笑顔で話されて
いました。
　あらためまして、その功績に敬意を表します。

　１２月６日、村内小学生の体力の向上・スポーツ振
興と親睦を深めるため、毎年恒例で行われている「鶴
居村小学生チームジャンプ選手権大会」が開催され、
４名の部に２２チーム、８名の部に７チームの計２９
チームが出場しました。
　各チーム３セットの合計回数で競われた中、４名の
部で、「侍ブルー」（鶴居小）が１回目に最多跳躍記録
となる２０９回を跳び、また、８名の部では「全力昇
龍拳」（幌呂小）が息の合った跳躍を見せ、それぞれ
優勝の栄冠を手にしました。

松井啓市氏、日本善行賞受賞！松井啓市氏、日本善行賞受賞！

チームジャンプ選手権大会チームジャンプ選手権大会
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平成２７年度村政懇談会要望事項等検討結果について

　１０月に開催しました村政懇談会において村内各地域よりの要望・提案につきまして、検討結果をお知らせします。
　ご多忙中にもかかわらず多くの皆様からの貴重なご意見等に感謝申し上げるとともに、今後とも村政の推進につい
てより一層のご支援とご協力をよろしくお願いします。

 各地区の共通要望事項 
（要望事項）　村道脇の立木の伐採、枝払いについて
（回　　答）　近年、暴風雨や暴風雪による村道脇の立木の倒木等により大きな被害が発生しており、これらの被害を

未然に防止することや景観の維持からも立木の伐採や枝払いを次年度以降も継続して実施します。

（要望事項）　村道の補修、舗装について
（回　　答）　各地区より村道の補修や舗装について多くの要望があるため、村内全体での優先度を検討し、村道の安

全走行確保のため適正な維持管理に努めます。

 上幌呂連合会 
（要望事項）　開村５０周年記念事業で設置した開拓記念碑の補修等について
（回　　答）　５０周年記念事業として各地区で設置した記念碑や東屋等の補修の要望を取りまとめた結果、新年度予

算で対応することを検討しています。

（要望事項）　みなくるの蔵書検索に係るインターネットの対応について
（回　　答）　みなくるの蔵書管理システムを平成２９年度に改修する予定であり、インターネット検索機能の導入に

ついても検討します。

 中久著呂 
（要望事項）　久著呂川の護岸工事について
（回　　答）　中久著呂地区における久著呂川の護岸工事については、草地等への洗掘箇所が４箇所あり、うち２箇所

は護岸工事完了済み、１箇所は応急対応済み、残り１箇所の未着手箇所について早期の完了を引き続き要
望していきます。

（要望事項）　携帯電話の感度不良に対して対策をしてほしい
（回　　答）　従前から国への要望やＮＴＴドコモに対し要請をしていますが、村の鉄塔建設費やＮＴＴドコモ（通信

事業者）の負担が高額であり課題となっています。一方で、ＡＵやソフトバンクの通信事業者にも要望し
たところですが、採算面での問題から実現性は厳しいとの回答です。今後もＮＴＴドコモとの再協議や無
線（Ｗｉ－Ｆｉ）利用による不感解消方法について検討します。

 鶴居市街自治会 
（要望事項）　道道釧路鶴居弟子屈線北斗坂の勾配緩和又は迂回路建設について
（回　　答）　現在、北海道、釧路市、鶴居村の三者協議を実施しており、引き続き冬道安全走行確保のため早期の改

善に向けた要望を実施していきます。

（要望事項）　総合センター北側の切株の除去と駐車場の設置について
（回　　答）　総合センター北側の桜やシラカバにつきましては老木化や建物壁面への悪影響から伐採したところであ

り、切株を抜根した場合、根が道路の下部に及んでいることも考えられ、道路の陥没なども想定されると
ころです。従いまして、駐車場の設置については商工会や社会福祉協議会などへの来客の利便性と事故防
止のうえで有効と思われますが、現行の駐車場から遠い距離でないことから見送りたいと考えます。

（要望事項）　カラスの駆除について
（回　　答）　市街地のカラスの駆除については、銃器の使用が禁止されていることから箱ワナ等の利用により、新年

度から捕獲駆除の実施を予定しています。
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 下幌呂自治会 
（要望事項）　村道認定（ポムドテール店舗進入路）について
（回　　答）　今回要望のありました箇所を村道認定する場合には、地域の総意による要望を必要としますので、地元

住民の方々での協議を行っていただきたいと考えます。

（要望事項）　学校施設との共用でない児童館・学童保育施設の整備について
（回　　答）　下幌呂学童保育事業（通称「青空キッズ」）については、１０月５日より下幌呂小学校の新校舎に活動

の拠点を移したばかりであり、当面、新たな専用施設の整備は困難です。

（要望事項）　通園バスの添乗員の確保について
（回　　答）　現在、１０数名の園児が利用していることから、園児の安全確保のため添乗員の配置について検討します。

（要望事項）　セイコーマート近くの横断歩道・信号機の設置について
（回　　答）　従前から釧路警察署に要望しており、今年度についても早期に設置できるように地元自治会や村からの

要望書を提出しています。ただし、信号機の設置に係る公安委員会の全道の予算枠が数台程度と少なく厳
しい状況にあります。

（要望事項）　コンビニＡＴＭの設置について
（回　　答）　コンビニＡＴＭの設置については、これまでに何度となく企業に対する要望を行ってきたところですが、

店舗利用率等の理由からセイコーマートの設置基準に至らず、設置は困難な旨の回答を得ています。しか
し、地域の皆様への行政サービスの充実や各種税に対する納税環境の拡充のため、新年度からコンビニ収
納サービスの開始に向け、準備作業を進めています。

　　　　　　取り扱い税目は、村・道民税をはじめ、固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の納税に対応し、今
後においてその他の使用料等の取り扱いも検討していきたいと考えています。

　　　　　　また、今後において現状に変化が見込まれない場合は、一般金融機関との連携などによるＡＴＭ設置の
可能性について模索したいと考えます。

（要望事項）　各世代の子どもたちが安全に運動できるような広場（運動公園）の整備ついて
（回　　答）　運動公園の整備については、青少年の健全育成や地域住民の健康増進において十分な機能を有するもの

と認識していますが、野球やサッカーなどの運動機能を有する施設整備は比較的大規模な施設整備が必要
であり、財政面等充分慎重な判断が必要と考えています。

　　　　　　ご承知のとおり本年度より新たな分譲地の販売を開始し、今後益々下幌呂地区の人口増加を期待するも
のであり、この地域のインフラ整備の強化など、随時地域づくりのための重要な施策の推進も見込まれま
す。これらのことから運動公園整備については、現状において困難と判断せざるを得ないものですのでご
理解願います。

　　　　　　また、現状における下幌呂夢の杜団地内の公園については、小規模な施設であるとのご意見があるとこ
ろですが、当該公園については地域の皆さんがゆったりと過ごすことのできる緑化公園としてのものであ
り、運動公園としての機能が共存されるものではありませんが、隣接する下幌呂小学校グラウンドを有効
活用いただき、青少年の健全育成や地域の皆さんの健康増進のためにご協力をお願いします。

 下久著呂 
（要望事項）　久著呂川の河川改修（土砂上げ）について
（回　　答）　昨年１２月に地域の村の連名により北海道への要望を行い、今年度より事業着手の予定となっています。

今後も早期の事業完了に向け引き続き要望していきます。

（要望事項）　電話回線の強度を高めることやケーブルの地上からの高さをより高くすることについて
（回　　答）　村のケーブルが垂れ下がっている部分については是正措置を講じ補修しましたが、農地の中を通過して

いるＮＴＴの電話回線については、ＮＴＴに改善するよう依頼しています。

（要望事項）　幹線明渠の土砂除去について
（回　　答）　山側の明渠については、新年度に多面的機能支払交付金事業により実施の方向で検討しています。

（要望事項）　農道の横断管交換開パーについて
（回　　答）　現場の状況を十分に確認し、より良い方策を検討していきます。
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 下雪裡 
（要望事項）　道道の路肩の草刈回数の増及び歩道の草刈について
（回　　答）　道道の路肩の草刈については、道路を管理する北海道では各路線年１回となっており、本村における草刈

回数の増加は困難と考えます。なお、歩道の草刈は、新たな取組として今年度より北海道と村の共同実施に
より２回の草刈を行ったところであり、今後も継続していきたいと考えています。

（要望事項）　キラコタンの立ち入り制限に関わる観光業者の意見反映の場の確保について
（回　　答）　釧路湿原再生協議会に該当する分科会設置の予定がありますので、その分科会において意見反映できるよ

う、同協議会に提言していきたいと考えます。

（要望事項）　鹿の食害対策機器への助成について
（回　　答）　電気柵の助成については多面的機能支払交付金事業の活用を予定し、集落役員、事務局及び村で協議のう

え、新年度実施に向け検討していきます。

 幌呂市街 
（要望事項）　資源ごみ回収を週１回にすることについて
（回　　答）　全ての資源ごみを週１回にするには多額の費用がかかるため、資源ごみのうち「プラスチック容器包装」

のみを新年度より可燃ごみの日に収集します。必ず汚れは取り除き透明な袋に入れてから、ごみ箱に入れて
ください。

 幌呂連合会 
（要望事項）　幌呂共同墓地の駐車場の増設について
（回　　答）　現在の幌呂共同墓地の駐車場は西側と東側の２箇所で、お盆やお彼岸等の時期には駐車しづらい状況にあ

ります。新年度に東側駐車場を整備し、西側駐車場も区画線を引く等の工事を行います。

（要望事項）　学童保育の場所（幌呂）と期間（長期休暇）等の実施について
（回　　答）　現在、幌呂地区においては学童保育事業の拠点となる施設及び支援員の確保が困難なことから、幌呂小学

校の冬休み以降、利用希望者には送迎用バスを用意し、ふるさと情報館で行っている学童保育事業を利用し
ていただくこととしています。バスは小学生の学年（低学年・高学年）に応じ、幌呂市街から２便運行する
こととし、帰りは学童保育事業が終了する午後５時３０分に幌呂市街に向けて運行します。また、往路・復
路ともに地域住民の皆様にもご利用をいただきたいと思います。

　　　　　　なお、学校の長期休暇中の学童保育事業については、ふるさと情報館では実施していないことから対応は
困難であり、お子様を預けなければならない事情がある場合は、鶴居村社会福祉協議会の「ファミリーサポー
ト事業」をご利用ください。

（要望事項）　幌呂環境改善センターと寿の家の一体的な管理体制について
（回　　答）　幌呂老人寿の家の管理については、村が幌呂老人クラブに管理委託をしているところですが、幌呂農村環

境改善センターには専用の調理室がなく、地域の皆様の多くが幌呂老人寿の家の調理室を利用されています。
　　　　　　このことから、幌呂農村環境改善センターと幌呂老人寿の家調理室との一体的な管理が地域住民の皆様の

利便性を高めるものと考えますので、１２月から幌呂農村環境改善センターの管理人が幌呂老人寿の家の調
理室の使用に関する対応を行うことで一体的な管理体制にします。

 茂雪裡 
（要望事項）　旧茂雪裡小学校跡地や同グラウンドの民間利用の可能性も含めた有効利用について
（回　　答）　具体的な利用計画等が提案された場合に協議することとします。

（要望事項）　デントコーン畑の食害対策に係る電気柵の設置について
（回　　答）　電気柵の助成については、多面的機能支払交付金事業の活用を予定し、集落役員、事務局及び村で協議の

うえ、新年度実施に向け検討していきます。
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～  高額介護合算療養費及び医療費通知について  ～

　お問い合わせ先
　　北海道後期高齢者医療広域連合 役場住民生活課　後期高齢者医療担当
   　〒060-0062 電話　６４－２１１３
   　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
  　 電話　011－290－5601

■　高額介護合算療養費について

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が限度
額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。なお、手続き
には市町村窓口への申請が必要となります。
　○　後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
　○　支給額が５００円以下の場合は支給されません。

◆　自己負担限度額表　　　　　　　　　【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月３１日】
負担割合 区　　　分 自己負担額の合計の基準額
３割  現 役 並 み 所 得 者 ６７万円

１割
一　　　　　　　般 ５６万円

住 民 税 非 課 税 世 帯
区 分 Ⅱ（※１） ３１万円
区 分 Ⅰ（※２） １９万円

※１　世帯全員が住民税非課税である方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、

その受給額が８０万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

申請される方は、役場住民生活課後期高齢者医療担当までお申し出ください。

■　医療費通知の送付を希望される方へ

　北海道後期高齢者医療広域連合では、発行をご希望される方を対象に、医療費を半年ごとにまとめた
医療費通知を送付しています。次回の発行は平成２８年３月末（平成２７年７～１２月診療分）に行います。

◆　新たに発行をご希望の方はご連絡ください
　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または役場住民生活課後
期高齢者医療担当へご連絡ください（電話でのご連絡だけで手続きできます）。

○　すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方には、継続して発行しますので、再度のご連
　　絡は必要ありません。
○　この通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。
※　この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。
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地域おこし協力隊
増田　喜美子

特集◆鶴居村地域おこし協力隊　facebookページ→https://www.facebook.com/vill.tsurui.chiikiokoshi

20
14年

7月から活動し
て
い
ま
す

鶴
居
村
の
皆
様

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
様
で
鶴
居
村
で
の
二

度
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た

方
々
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
酪
楽
館
の
鶴
居
チ
ー
ズ
が
見

事
５
大
会
連
続
受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
製

造
技
術
の
評
価
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
酪
農

の
健
全
な
発
展
、
国
産
商
品
の
普
及
に
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

業
界
で
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い

ま
す
。

　

私
も
日
常
の
酪
農
風
景
や
鶴
居
チ
ー
ズ
の

写
真
を
ネ
ッ
ト
や
新
聞
な
ど
で
発
信
し
ま
す

と
、
多
く
の
方
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
り
、

チ
ー
ズ
が
美
味
し
い
と
道
外
の
方
か
ら
お
手

紙
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り
嬉

し
か
っ
た
の
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
鶴
居
チ
ー

ズ
を
購
入
さ
れ
た
本
州
や
札
幌
の
お
客
様
が

わ
ざ
わ
ざ
村
を
訪
問
し
て
下
さ
っ
た
り
、
移

住
体
験
住
宅
で
村
の
暮
ら
し
を
実
際
に
体
験

し
て
下
さ
っ
た
方
ま
で
い
て
、
そ
の
方
々
と

繋
が
り
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

　

個
人
的
に
も
そ
の
土
地
に
何
か
一
つ
で
も

興
味
や
思
い
出
、
食
の
魅
力
が
あ
れ
ば
又
い

つ
か
行
こ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
穏
や

か
な
海
と
熱
帯
魚
を
眺
め
、
美
味
し
い
マ
ン

ゴ
ー
を
食
べ
に
沖
縄
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
牛
タ
ン
が
食
べ
た
く
な
れ
ば
、
又
仙

台
に
行
き
た
い
な
あ
と
胸
が
躍
り
ま
す
。
同

様
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
写
真
を
撮
り
、
牛
を
眺

め
、
美
味
し
い
チ
ー
ズ
を
飽
き
る
ほ
ど
食
べ

る
な
ら
絶
対
鶴
居
村
に
、
と
思
っ
て
頂
け
る

な
ら
そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
一
番
嬉
し

い
村
と
の
関
り
方
や
繋
が
り
方
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
「
よ
り
ど

こ
ろ
」
の
一
つ
に
鶴
居
村
が
入
る
こ
と
は
、

協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
中
で
今
後
も
大
切

に
し
た
い
部
分
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干え
と

支
は
暦こ
よ
みで

言
う
と
丙
ひ
の
え
さ
る申

で
す
。
動
物
で
言
え
ば
申
年
で
す
ね
。
ご
存

知
の
通
り
「
さ
る
」
は
支
の
一
つ
で
あ
り
12

年
間
隔
で
繰
り
返
し
、「
ひ
の
え
」
は
干か
ん

の

一
つ
で
10
種
類
を
繰
り
返
し
ま
す
。
干
が
10

個
で
十
干
、
支
が
12
個
で
十
二
支
。
こ
れ
が

干え
と

支
の
所
以
で
、「
ね
・
う
し
・
と
ら･･･

」

と
始
ま
る
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
全
部
で
60
種

に
も
及
び
、
丙
申
は
33
番
目
の
組
み
合
わ
せ

と
な
る
そ
う
で
す
。
で
は
前
回
の
丙
申
に
あ

た
る
１
９
５
６
年
の
鶴
居
村
で
の
出
来
事
は

と
言
う
と
。

　
『
鶴
居
村
史
』
に
は
、
鶴
居
村
乳
検
連
合

会
や
鶴
居
農
協
婦
人
部
の
結
成
が
な
さ
れ
、

阿
寒
・
標
茶
線
の
道
道
へ
の
昇
格
や
釧
路

－

鶴
居

－

中
久
著
呂

－

弟
子
屈
間
の
道
道
の
新

路
線
が
完
成
し
た
の
も
こ
の
年
の
よ
う
で

す
。
環
境
整
備
も
着
々
と
進
め
ら
れ
、
今
日

に
至
っ
て
も
鶴
居
村
の
発
展
に
大
き
く
影
響

す
る
出
来
事
が
重
な
り
、
歴
史
に
残
る
思
い

出
深
い
一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

し
ま
す
。
活
気
が
満
ち
溢
れ
る
鶴
居
村
の
様

子
が
目
に
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。

　

で
は
、
丙
申
の
漢
字
二
文
字
に
は
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
前
年

の
「
乙
」
が
〈
ま
だ
自
由
に
伸
び
る
こ
と
が

で
き
ず
曲
が
っ
て
い
る
状
態
〉
だ
っ
た
時
期

か
ら
今
年
の
「
丙
」
は
〈
形
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
頃
〉
と
の
こ
と
。
そ
し
て
「
申
」

は
「
呻う
め

く
」
の
意
味
が
あ
り
〈
果
実
が
成
熟

し
て
い
き
固
ま
っ
て
い
く
状
態
〉
を
表
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
丙
申
は
ま
だ
成
長
段
階
で

は
あ
り
な
が
ら
形
が
は
っ
き
り
見
え
て
き
て

果
実
が
膨
ら
み
な
が
ら
成
熟
に
向
か
う
時
期

で
あ
り
、
完
熟
ま
で
し
っ
か
り
糖
度
を
増
す

段
階
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
も
今
や
っ
て
い
る
事
が
自
分
に

と
っ
て
何
な
の
か
、
何
を
目
的
に
し
て
い
る

の
か
を
整
理
し
な
が
ら
明
確
に
見
つ
め
直
す

こ
と
で
新
た
な
発
見
と
果
実
を
成
熟
さ
せ
て

い
く
方
法
が
見
え
て
く
る
年
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
一
年
の
活

動
が
自
分
に
と
っ
て
も
将
来
の
鶴
居
村
に

と
っ
て
も
よ
り
良
い
も
の
に
繋
が
る
よ
う
な

一
年
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　

そ
し

て
改
め
て
２
０
１
６
年
、
鶴
居
村
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た

努
力
や
温
め
て
き
た
も
の
が
形
に
な
り
沢
山

の
実
を
付
け
て
大
き
な
粒
と
な
り
色
付
い
て
、

太
い
幹
が
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
く
、
希
望

あ
る
一
年
に
な
っ
て
い
き
ま
す
事
を
願
い
、

微
力
な
が
ら
お
力
添
え
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
は
い
よ
い
よ
阿
寒
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
釧
路
外そ
と

環
状
道
路
の

整
備
も
行
わ
れ
る
計
画
で
す
。
物
流
の
利
便

性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
同
時
に
、
鶴
居
村

も
周
遊
観
光
地
と
し
て
更
に
活
性
化
が
見
ら

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
村
内
に
は
特
産
品
販

売
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
さ
に
村
史
に
残

る
記
念
す
べ
き
行
事
が
目
白
押
し
で
す
。
ど

こ
か
前
回
の
丙
申
の
年
に
も
似
て
い
ま
せ
ん

か
。
発
展
的
な
明
る
い
村
の
光
景
が
想
像
で

き
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
申
年
は
、
な
ぜ
か
周
囲
で

良
い
事
が
起
き
る
縁
起
の
良
い
年
で
す
。
今

年
も
き
っ
と
転
機
と
な
る
素
晴
ら
し
い
年
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。

･･･

申
年
の
私
か
ら
、

　

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

　
　
　

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年

を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

■
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

①
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国

が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
お
り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

保
障
さ
れ
ま
す
。

②
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ

り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た

遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
若
年
者
納
付
猶
予

制
度

　

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
基
本
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

　

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
及

び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

□
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

□
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
64

－
２
１
１
６

鶴
居
村
地
域
住
宅
振
興
対
策
支
援

補
助
金
制
度
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
平
成
28
年
１
月
よ
り
村
内
の
法

人
及
び
個
人
事
業
者
を
対
象
と
し
た
鶴
居
村

地
域
住
宅
振
興
対
策
支
援
補
助
金
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
鶴
居
村
内
の

活
性
化
を
目
指
し
た
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
自
ら
の
事
業
に
従
事
さ
せ

る
た
め
の
住
宅
を
建
設
す
る
事
業
者
に
対
し
、

従
業
員
住
宅
の
確
保
の
た
め
補
助
金
を
交
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
の
雇
用
環
境
の
維
持

や
産
業
の
振
興
及
び
定
住
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

⑴　

補
助
対
象
者

　

村
内
の
法
人
及
び
個
人
事
業
者

⑵　

対
象
建
物　

　

従
業
員
用
住
宅
（
新
築
に
限
る
）

・
延
べ
床
面
積　

50
㎡
以
上
（
１
棟
に
つ
き
）

・
建
設
費
５
０
０
万
円
以
上
（
１
棟
に
つ
き
）

⑶　

補
助
金
額

・
１
０
０
㎡
以
下
（
１
棟
に
つ
き
）

　

１
０
０
万
円

・
１
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の
（
１
棟
に
つ
き
）

　

１
５
０
万
円

⑷　

入
居
制
限　

　

従
業
員
の
み
（
３
親
等
以
内
の
親
族
は
入

居
不
可
）

⑸　

補
助
制
限
期
間　

　

５
年
間 

用
途
変
更
、
用
途
廃
止
、
転
売

は
認
め
な
い
（
５
年
経
過
後
は
制
限
な
し
）

　

当
該
制
度
は
、
上
記
の
ほ
か
に
申
請
要
件

を
定
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
要
件
詳
細
・
申

請
手
続
き
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

役
場
建
設
課
建
築
係　

☎
64

－

２
１
１
５

法
定
調
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
分
の
法
定
調
書
の
提
出
期
限

は
、
平
成
28
年
２
月
１
日
㈪
で
す
。

　

な
お
、
法
定
調
書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、

書
類
ご
と
に
提
出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
へ
提
出
す
る
法
定
調
書

（
合
計
表
を
含
む
）
は
、
作
成
や
提
出
が
大

変
便
利
な
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（e-T

ax

）」
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
よ
り
、
平
成
28
年
１

月
１
日
以
後
の
金
銭
等
の
支
払
等
に
係
る
支

払
調
書
に
は
、
原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払

を
受
け
る
方
及
び
支
払
者
等
の
個
人
番
号
ま

た
は
法
人
番
号
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
本
人
へ
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票

や
支
払
調
書
等
へ
の
個
人
番
号
の
記
載
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

 《
各
提
出
先
》

■
釧
路
税
務
署
長

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
及
び
賞
金
の
支
払

調
書

・
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書

・
不
動
産
等
の
譲
受
け
対
価
の
支
払
調
書

・
不
動
産
等
の
売
買
ま
た
は
貸
付
け
の
あ
っ

せ
ん
手
数
料
の
支
払
調
書

※
【
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
合
計
表
】
を
添
え
て
提
出

■
受
給
者
の
所
在
地
の
市
町
村
長

・
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）

※
【
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）】
を
添

え
て
提
出

・
退
職
所
得
の
特
別
徴
収
票

【
お
問
合
せ
先
】

□
釧
路
税
務
署

　

☎
31

－

５
１
０
０

□
役
場
企
画
財
政
課
税
務
係

　

☎
64

－

２
１
１
２

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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　村税につきましては、平素より格別のご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　さて、固定資産税の対象となる償却資産をお持ちの方は、地方税法第３８３条の規定により、毎年１
月１日現在の所有状況を申告していただくことになります。今年度における償却資産申告書の提出期限
は平成２８年２月１日㈪までとなっています。

・個人住宅用太陽光発電設備を設置されている方
　住宅用太陽光発電設備を設置されている方で、全量売電を行っている方については、事業の用に
供する資産になり、償却資産として申告していただく必要があります。申告が必要であるか下記の
表をご確認ください。

　・設置者の申告区分表

全量売電の場合 余剰売電の場合

個人
（給与所得者・年金受給者等）

事業の用に供する資産になり、
償却資産として申告する必要が
あります。

事業の用に供する資産にはなら
ず、償却資産として申告する必
要はありません。

個人
（個人事業主の方）

農業、店舗・アパートなどの事業を営む方が、事業の用に供して
いる場合は、全量売電か余剰売電にかかわらず、償却資産の申告
の対象となります。（※）

※事業の用に供していない場合については、個人（給与所得者・年金受給者等）と同様の扱いとなります。

・個人番号・法人番号の記載について
　マイナンバー制度の開始に伴い、平成２８年１月１日以降における償却資産の申告より個人番号若
しくは法人番号の記載が義務付けられました。下記様式のとおり所定の欄を設けておりますので記
載いただき、個人事業主の方につきましては個人番号が確認できる書類の添付が以下のとおり必要
となりますのでご確認ください。
　※マイナンバー（個人番号）が確認できる書類には次のいずれかを添付してください。
　　①個人番号カードの写し
　　②番号通知カードと運転免許証（又は顔写真入りの公的な証明書）
　　③個人番号が記載された住民票の写しと運転免許証（又は顔写真入りの公的な証明書）

償却資産（固定資産税）の申告について

その他ご不明な点、ご質問等がございましたら役場企画財政課税務係（64－2112）までお問い合わせください。
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成2７年度 全国統一防火標語

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

１２月１０日、村民ふれあいセンターで第２４回消防署長杯防火ゲートボール大会を開催しました。暖
房機器の使用が増え火災が発生しやすくなるこの時期に防火意識の啓発、生涯スポーツであるゲートボー
ルを通じ、健康の増進、親睦交流を目的として実施しており、６チーム、４２名が参加。総当たり戦で
行われた試合で日頃の練習の成果を発揮し、熱戦を繰り広げていました。
優勝した下幌呂チームには本大会長である高田消防署長より優勝カップと賞状、記念品が贈られました。

結果は以下のとおりです。

・優勝　　…　下幌呂
・準優勝　…　鶴　居
・３位　　…　中幌呂

　下幌呂の道道５３号線沿いに、鶴居消防団第１分団下幌呂消防部の詰所が完成し、１１月２２日に消
防職員・団員と来賓約６０名が出席し開所式が行われました。
　下幌呂消防部は昨年４月に発足以降、１年半余り拠点となる詰所と消防車両がない中、水利点検や可
搬ポンプを使用しての放水訓練など精力的に消防団活動を実施してきましたが、この度、待望の新設詰
所が完成し、新たに導入された消防車とともに披露され、地域防災を担う施設のスタートを祝いました。
　式では大石村長が「この施設が下幌呂地区の防災拠点となり、下幌呂消防部が地域防災のリーダーと
なり安心安全な街づくりに
活躍することを期待したい」
と述べました。

第２４回消防署長杯防火ゲートボール大会について

下幌呂消防部詰所が完成！新しい消防車両も導入！

１２月５日、鶴居村、鶴居村建設業協会、鶴居消防合同で土砂災害協力活動訓練が行われました。この
訓練は昨年１０月に村と建設業協会で災害時の協定が結ばれたことにより、災害発生時、重機等の要請
を迅速に行うことが可能になり、その協力要請方法の確認と連携強化を図るために初めて行われたもの
です。訓練では役場、建設業協会、鶴居消防職員・団員約５０名が参加し、スコップを用いた土砂等の
除去の方法、重機使用時の
安全管理等について、同協
会の指導者からの指導を受
けながら、実際に巻き込ま
れた車両からの救出訓練を
行いました。

村、建設業協会、消防が合同で土砂災害活動訓練を実施
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官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
Public information

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
等
の

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
警
察

へ
通
報
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。

　

電
話
に
出
た
警
察
官
の
質
問
に
、

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
「
い
つ
」「
ど

こ
で
」「
何
が
」
あ
っ
た
の
か
を
答

え
て
く
だ
さ
い
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
や
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
、
警
察
相
談
電
話
「
＃
９

１
１
０
」
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署

や
交
番
、
駐
在
所
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

釧
路
警
察
署　

☎
23

－

０
１
１
０

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（e-Tax

）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

●
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
・
贈
与
税

の
申
告
は
、e-T

ax

を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら

e-T
ax

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
・
贈
与
税

の
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
し
て
作
成
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す

れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
、
作
成
し
た
申
告
等
デ
ー
タ
を
e

‐T
ax

へ
送
信
す
る
こ
と
で
、
税
務

署
に
行
か
ず
に
自
宅
か
ら
申
告
で
き

ま
す
。

○
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
でe-T

ax

を
ご
利
用
い
た

だ
く
メ
リ
ッ
ト

１
．自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
で
申
告

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
申
告
等
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
e
‐

T
ax

へ
送
信
す
る
こ
と
で
、
税
務
署

に
行
か
ず
に
自
宅
か
ら
申
告
で
き
ま

す
。

２
．添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

確
定
申
告
をe-T

ax

で
行
う
場
合
、

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等

は
、
そ
の
記
載
内
容
（
病
院
な
ど
の

名
称
・
支
払
金
額
等
） 

を
入
力
し
て

送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
法
定
申
告

期
限
か
ら
５
年
間
、
税
務
署
か
ら
書

類
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

３
．還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

e-T
ax

で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告

は
３
週
間
程
度
で
処
理
し
て
い
ま

す
。（
自
宅
や
税
理
士
事
務
所
か
ら

e-T
ax

で
１
月
・
２
月
に
申
告
し
た

場
合
は
、
２
〜
３
週
間
程
度
で
処
理

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
税
務
署
な
ど

の
会
場
か
らe-T

ax

で
３
月
に
申
告

し
た
場
合
は
、
３
〜
４
週
間
程
度
で

処
理
し
て
い
ま
す
。）

４
．24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間
い
つ

で
も
利
用
可
能
で
す
（
た
だ
し
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
き
ま
す
。）

○e-T
ax

を
ご
利
用
い
た
だ
く
前
に

　

e-T
ax

の
利
用
に
際
し
て
は
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
た
電
子
証
明

書
の
取
得
や
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
の
購
入
な
ど
の
事
前
準
備
が

必
要
で
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納
さ

れ
た
電
子
証
明
書
は
、
そ
の
有
効
期

間
内
で
あ
れ
ば
継
続
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
利

用
開
始
の
手
続
、
利
用
可
能
時
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
推
奨
環
境
、e-T

ax

ソ

フ
ト
の
操
作
方
法
、
よ
く
あ
る
質
問

（
Ｑ
＆
Ａ
）
な
ど
、e-T

ax

に
関
す

る
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

・e-T
ax

に
関
す
る
情
報
はe-T

ax 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

・
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
に

関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ

w
w
w
.nta.go.jp

※
操
作
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

e-T
ax

・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
へ

☎
０
５
７
０

－

01

－

５
９
０
１

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
！

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ご
利
用
を

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
は
、
北
海
道
の

「
法
人
道
民
税
・
法
人
事
業
税
及
び

地
方
法
人
特
別
税
」、
市
町
村
の
「
法

人
市
町
村
民
税
・
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）」
の
申
告
や
申
請
・
届
出

に
利
用
で
き
ま
す
。

　

窓
口
に
出
か
け
ず
に
、
ご
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡
単
・

便
利
に
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス

（eLT
A
X

）」
に
よ
る
電
子
申
告
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
詳
し
い
内
容
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.eltax.jp/

【
お
問
合
せ
先
】

□
札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
８
３

□
釧
路
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税

間
税
係

☎
43

－

９
１
６
１

危
険
路
線
＆
危
険
ゾ
ー
ン

マ
ッ
プ（
冬
期
）に
つ
い
て

　

釧
路
警
察
署
で
は
、
釧
路
警
察
署

管
内
で
発
生
し
た
、
過
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　　冬は特に注意！
ノロウイルスによる感染症・食中毒を予防しましょう！

おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす
保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特に冬季に流行します。
　ノロウイルスは感染力が強く、ほとんどが手や食品などを介してウイルスが口から入って感染します。感
染すると、１日から２日の潜伏期間の後、吐き気、嘔吐、腹痛、下痢などの症状が出ます。多くは１～２日で
回復しますが、回復後も１週間～１ヶ月の間、便の中にウイルスがありますので、注意が必要です。

効果的な手洗い ノロウイルスはあなたの手から感染します！！
トイレに行った後や調理や食事をする前の丁寧な手洗いがとても重要です。

●ポイント
・温水で洗う、洗浄剤（石けん）を使う。
・手洗いを２回繰り返す（２度洗い）。
・タオルは共用せず、ペーパータオルなどで手を拭き、よく乾かす。
＊最後にアルコールスプレーなどで消
毒するとより衛生的です。
●汚れの残りやすいところを丁寧に！

消　　　　　毒 ノロウイルスの消毒には次の方法を用います。

●次亜塩素酸ナトリウム
　次亜塩素酸ナトリウムを水で薄めて「塩素消毒液」を作ります。
　なお、家庭用の次亜塩素酸ナトリウムを含む塩素系漂白剤でも代用できます。市販の塩素系漂白剤の
濃度は１％～１２％程度のものがあります。製品ごとに濃度が異なるので、表示をしっかり確認しましょう。
＊下記の表は、原液の濃度が５％または１０％の場合の消毒液の希釈方法です。原液の濃度を確認し
た上で、参考にして下さい。

食器、器具、衣服などのつけ置き、
日常的な清掃（ドアノブ、手すり、床等）等
２００ppm（0.02％）の濃度の塩素消毒液

汚染物がついた場所、もの、衣類、
嘔吐物の廃棄（袋の中で廃棄物を浸す）等
１０００ppm（0. １％）の濃度の塩素消毒液

製品の濃度 液の量 水の量 液の量 水の量
１０％ 2ml １L 10ml １L
５％ 4ml １L 20ml １L

・家庭用塩素系漂白剤のキャップの容量は通常20ml～25mlです。容器に書いてありますので、確認し
て使用してください。
・計量カップ等がない場合、500mlペットボトルのキャップが約5mlの容量となっています。
－使用上の注意事項－
　①手荒れの原因になるので直接皮膚に触れないよう注意し、手洗い・手指消毒には使用しないでください。
　②十分に換気しながら消毒してください。
　③他の洗剤と混ぜないでください。（酸性洗剤と混合すると有毒な塩素ガスが発生します）
　④金属腐食性があるため、消毒後は洗い流すか、水拭きしてください。
　⑤希釈した消毒液はなるべく早く使用するようにしましょう。
　⑥保管する場合は、誤って飲み込むことがないよう消毒液であることを明記し、冷暗所、もしくは遮
光性のある容器で保管してください。
●加熱（食品の場合は、中心部が８５～９０℃で９０秒以上の加熱）
　一般にウイルスは熱に弱く、加熱処理はウイルスの活性を失わせる有効な手段です。

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント
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※紹介している本は12/16（水）から利用できます。

グルテンフリーのお菓子　マクロビだからカンタン。 北海道落語事情

わが心のジェニファー 風かおる

へんしん！へなちょこヒーロー もうぬげない

上原まり子　著
　米粉が主役のグルテン
フリーのお菓子のレシ
ピを紹介。小麦粉より
ずっとカンタンに作れて、
もっちりした食感が最高。
消化のよさも抜群。冷凍
できるから作りおきもＯ
Ｋで、持ち寄りにもおす
すめ。

葉室麟　著
　おのれの背負った罪を
知らず人は生きていく…。
別人のような男となって
帰藩した父。その理由を
探る若き娘と仲間たち。
たどり着いた悲恋の末路
とは。些細な嫉妬から流
転する人生を哀歓豊かに
描く傑作時代小説。

野泉マヤ　作
下平けーすけ　絵

　小さいころ、ぼくは信
じていた。いつか自分も
変身してヒーローになれ
る。そんなことできるわ
けないって思ってた時、
言われたんだ。「好きな
ら、できる」。ぼくの肩
におかれたその手は…。

ヨシタケシンスケ　作
　ぼくの服がひっかかっ
てぬげなくなって、もう
どのくらいたったのかし
ら…。ふくがぬげなく
たって、なんとかなる。
人生の悩みごとを、ヨシ
タケ流ユーモアでのりこ
える絵本。

浅田次郎　著
　婚約者の求めで日本に
やってきた米国人青年。
東京、京都、大阪、九州、
北海道…。神秘のニッポ
ンを知る旅を始めた彼を
待ち受ける驚きの出来事
と、感涙の結末とは。

北野麦酒　著
　東京や大阪から遠く離
れていても、「落語」は
根付いている。北海道の
落語関係者を訪ね歩き、
これまで見えなかったも
のが見えてきた。北の大
地は落語に関しても豊穣
な土地だった…。

新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……１月の図書整理日は26日（火）です。１月の図書整理日は26日（火）です。
年始は１月４日㈪より通常通り開館します。年始は１月４日㈪より通常通り開館します。

図書室は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。図書室は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。

●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人10冊まで）
【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

視聴覚資料について
　みなくる図書室では、図書や雑誌のほか
にＣＤ・ビデオの貸出も行っています。特
にＣＤは今人気のアーティストのものなど
も数多くありますので、ぜひご利用くださ
い。リクエストも受け付けています。　※
リクエストの希望にそえない場合もありま
すので、ご了承ください。

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより
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〈３歳児歯科表彰虫歯のない子〉
　このほど行われた３歳児検診で「虫歯のない子」として

表彰されたお子さんたちです。

●連凧を作って揚げよう
【日　時】 １月９日（土） 午前１０時～１２時
【定　員】 １５名
【参加費】 １００円（材料費）
【集合・申込・問合先】
塘路湖エコミュージアムセンター　
（☎015-487-3003）

●厳冬の湿原ハイク
【日　時】 １月１７日(日) 午前１０時～１２時
【定　員】 １５名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】
温根内ビジターセンター（☎65-2323）

澁谷　瑛斗くん

（鶴居市街）

佐々木　六花ちゃん（鶴居市街）

及川　希ちゃん
（鶴居市街）
及川 希ちゃん

佐々木 六花ち

澁谷
（鶴
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お　誕　生
　お誕生おめでとうございます。
11月中に届出のありました出生について、次の
とおりご紹介します。

伊
い と う

藤　佑
ゆ う ま

真　くん　　男　　支雪裡

寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

地域振興及び地域福祉等に関する事業のために
上幌呂　蛭田　タケノ　様　

金１００，０００円

教育及び文化スポーツの振興に関する事業のために
東京都　柿原　滋　様
金２００，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事
業、釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する
事業のために

神奈川県　落合　強志　様
金１６０，０００円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業、
釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する事業、
地域振興及び地域福祉等に関する事業、教育及び
文化スポーツの振興に関する事業、こども子育て
及び青少年の人材育成に関する事業のために

 神奈川県　長谷川　諭　様
金１００，０００円

１月の自然観察会ご紹介します
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シリーズ

タンチョウ
Vol. ２53 鶴居 タンチョウ 検索

鈴　木　敏　祥
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

冬期自然採食地はこんなところ③～中雪裡５号採食地～
　11月に降った雪によって、一気にタンチョウシーズンが到来しました。しかし、12月上旬の時
点ではタンチョウの飛来数に大きな変化はありませんでした。自然採食地の利用状況も、これか
らどのように変化していくのか気になります。さて、今回は今年度整備した冬期自然採食地の中
雪裡５号採食地について紹介します。
●プロの仕事に驚き
　中雪裡５号採食地は、雪裡川に隣接した場所にあります。近隣では多くのタンチョウが確認さ
れていたため、2013年にボランティアの方と造成しました。しかし、もともとヤナギなどが多い
場所であるため、２年が経過し再び木々が茂ってきました。そこで、2015年10月29日に村内の建
設会社「佐々木建設」のCSR(社会貢献活動)で整備が行われました。当日の参加者は社員６名に
レンジャーやボランティア４名を加えた10名。チェンソーや草刈り機で、やぶ払いや倒木の除去
などが行われました。当日はみるみるうちに開けた空間になり、プロの作業の素早さと的確さに、
レンジャー一同は驚きです。そのおかげで作業ははかどり、当初予定していた時間よりも早く作
業を終えることができました。樹木の伐採から運び出しまで、
今後管理作業をする上で大変参考になりました。
●昨冬の利用状況
　昨冬設置したタイマーカメラでは、この場所で最大７羽の
タンチョウの利用が確認されました。他にもノスリなどの猛
禽類が撮影されています。カメラを設置した106日間中13日
(12.3%)の利用が確認されました。しかし、期間中に大雪でタ
イマーカメラが40日ほど埋まったため、利用状況を完全に調
べることができなかったことは残念です。見違えるほど整備
されたこの場所が、これからどのように利用状況が変化する
のか気になります。
　いよいよタンチョウが冬期自然採食地を利用し始める時期
となりました。これまで紹介してきた冬期自然採食地が、今
シーズンどのくらい利用されるかを調べ、結果をみなさんに
報告したいと思います。

みるみるうちに開けた空間に

昨冬は７羽の利用がありました

恒例となった、釧路を中心に活動しているユニットCaMによる
サンクチュアリでのコンサート。
給餌場のタンチョウを見ながら、美しい音楽を堪能しませんか。
　日　時：2016年1月17日（日）午後2時～3時
　場　所：タンチョウサンクチュアリのネイチャーセンター
　参加費：無料
　申込み：不要
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　新年、明けましておめでとうご
ざいます。本年も皆様にとりまし
て明るく実り多き１年になります
よう、心よりお祈り申し上げます。
　今年の干支である申（さる）に
ついて調べてみたところ、昔々、
神様が干支について募集した際
に、犬と猿がけんかをしながら
やってきたため遅くなったそうで
す。そこで仲裁をしていたのが、
間にいる鶏なんだそうです。「犬
猿の仲」ということわざも、それ
に由来しているそうです。何だか、
妙に納得しました。
　さて、皆さんは今年の目標はも
う決められましたか。私は、「健康・
安全第一」にしました。昨年のよ
うに、新年早々決して骨など折る
ことのないよう、油断せずに気を
引き締めていこうと思います。
　今年も広報つるいを宜しくお願
い申し上げます。（Ｔ）

編集後記

　鶴居村飲食店組合設立５周年記
念事業、地域ふれあい元気祭のひ
とコマです。
　この日は１５０名を超える来場者
が、村内各飲食店の自慢の料理に
舌鼓を打ちました。

※詳細記事は４ページ

今月の表紙

人の動き
（11月末住民登録人口）

人口 総数 2,506人
（前月比 －７人）

うち外国人人口　１９人
（男 ５人・女１４人）

昨年同期は　２, ５２３人で、
対前年比較は　－１７人です。

男 １, ２４３人（前月比 －１人）
女 １, ２６３人（前月比 －６人）

世帯数　１, １０６戸
（前月比 ±０戸）

うち外国人世帯数　１１戸

今年１月からの発生件数
　人身事故 ２件／物件事故８０件
１１月中の発生件数
　人身事故 １件／物件事故１４件
死亡事故ゼロの日 １５日

（１１月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

１月村のカレンダー
1金
2土
3日
4月
5火 ・平成２８年鶴居消防出初式　11:00～  役場駐車場
6水 ・御用始め　9:00～  
7木
8金
9土
10日 ・平成２８年鶴居村成人式　13:00～  総合センター
11月
12火
13水
14木 ・そだれん　どならない子育て練習講座　10:00～  総合センター第１研修室・鶴居村観光協会「地域づくりセミナー」　11:00～  役場２階第一・二会議室
15金
16土
17日 ・釧路管内少年少女下の句かるた大会　9:00～  総合センター
18月 ・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」　10:00～  総合センター小会議室
19火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　10:00～  ふるさと情報館「みなくる」
20水 ・子宮がん・乳がん検診　10:30～  釧路がん検診センター
21木
22金
23土
24日
25月 ・「おひさま」（親の会）　10:00～　役場２階和室
26火
27水
28木
29金
30土
31日

連合新規加盟町村（平成27年10月加盟）をご紹介します！

北海道　江差町（えさしちょう）
　かつて北前船の交易とニシン漁で栄えた港町。「江差の五
月は江戸にもない」と謳われたほど発展・繁栄しました。

問屋、蔵、商家、町屋、社寺な
どの歴史的建造物が数多く残り、
歴史のロマンが感じられます。江
差追分は日本を代表する民謡とし
て有名です。

連合新規加盟町村（平成 年 月

江差町役場追分観光課
（☎０１３９-５２-６７１６）
〒０４３－８５６０
北海道檜山郡江差町字中歌町１９３－１


